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滎
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一
四
年
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獨
逸
は
次
の
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味
を
も
つ
て
居
'た
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各
國
が
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認
し
强
固
故
準
備
金
に
ょ
'
つ
て
保
證
さ
れ
た
健
全
通
貨
‘

. 

S
.般
新
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備
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近
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.0
0

た
め
に
借
金
政
；
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受
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あ
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濟
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チ
政
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で
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で
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て
獨
逸
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#
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れ
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今
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し
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M 

I

I

に
拍
車
を
掛
け
て
居
る
。.波
I

油
田
地

I

I

の
.手
に
入
る
に
し
て
も
、
：そ.の
戰
時
需
要
を
充
た
すS

ら
な
々
次
に
食

I

題
を
取
上
け
れ
ば' 

—

^
レ
、 

I

.

Wを

輸

人

に

仰

1

.

1
ッ
べ
ル
K

I
た
軍
事
專
S

I

霞

策

蓄

要

を
f
 

S

4
、.政

■

I

奮

れ

、
農
I

I

卷

1

1

1

證

戰

^

i

鐵
翥
裔
典
の
そ
れ
で
ぁ
.る
。
'こ
れ
I

者
の
獨
霞
勢
に
對
^

ぼ

I

I

し
か
し
i

i

l

l

l

l
描
I

る
。
I

濟
的 

f

免
獨
ソ
通
商
f
 

|

|

翁

|

|

か
。
I

I

8

Q
興
味
^

^

^

^

^

で

I

 

.
レ
I

.ヤ
1
■

左

L939.

.は
、
.そ
れ
に
對
す
る
英
■

伽P
M :
答

で

扳

る

。

本

冊

子

..の
著
■

遺

M
商
科
大
擊
の
講
師
、
.
.
最

近

.

0

1。
作

ル

'こ
の

壯

子

の

奮

は

最

初

窆

I

論

を

與

へ

ご

て

て

用

意

を

も

f
 

y

 

I

商
協
定
を
S

だ

'0
し
か
し
獨
逸
|

後
の
I

獲
f

た

め

に

必

看

貨

f

i

 
感

,

：
！

_

!

ヴ

假
令
ゾ
ヴ
エ
ト

I

ん
I

レ：ジ
ッ

<ト
を
翼
す
る

t

て
.も

ー

そ

ん

な

徴

候

は

今

I

こ
ろ
見

I

い

力

困

^
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四
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ミ
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1
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:
九
年
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；

レ
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シ
ャ
ア

「

ナ
チ
の
必
要
物
？

I

西
S
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一
六
九

(
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セ

•バ
ィ
ァ
ス
、「

櫚
逸
丨
1
九1-

四
牢W

ー
九
=
|九
牢
_^[
も

*
ス
レ
ッ

シ
ャ
ァ「

ナ
チ
の
必
趣
物
资
メ
餺
西
逝
の
-資

泛

1

七
o 

(

三
一
四) 

必
要
と
す
/,
資
材
の
生
產
を
急
激
に
增
大
す
る
こ
と
加
ら
起
る
，だ
ら
う
。
そ
う加

と
！！！

日
つ
て
：ソ
聯
は
對
獨
輸
出
の
た
め
に
敢
へ
て
自
國 

の
經
濟
を
制
限
す
る
と
も
思
は
れ
な
い
。
の
み
な
'ら
ず
輸
送
の
問
題
も
あ
る」

と
い
ふ
の
で
あ(

る
。
昨

年

'八

月

締

結

さ

れ

た

獨

ソ

通

商 

，協

圮

は

、

一、

獨
逸
は
ソ
聯
に
對
し
て
商
品
購
人
の
冃
的
を
以
つ
て
ー
一
年
間
に
ニ
億
，マ

1
ク(

第

-—
.
.申
目
に
ば
ー
億
ニ
千
萬
マ
！
.ク
い
の. 

.タ
レ
ジ
ッ
ト
を
提
供
す
る
。
利
子
は
芄
分
。
支
拂
期
限
は
！1ー
割
は
.六
年
、
四
割
は
七
年
そ
し
.て
：殘
»
の
1
1
1
割
ば
七
年
半
で
あ
る
。
一r:

 

て
ソ
:»
は
獨
逸
杧
響
し
て
：>
億
八
令
萬
>
:
:
丨
>
の
：右

：
^
 

■

穀
物
‘
木
材
そ
の
他
原
料
品
を
供
給
す
る
ブ
と
耷
ふ
の
が
主
要
.內
容
で

.蒙

0 

然
ら
.ば
こ
^
獨
ソ
通
韻
協
觉
は
兩
國
0
賛
易
に
ど
ん
な
效
集
を
も
.つ
：だ
>̂
;
か
如
<>
:
-先
づ

：ヒ
リ
：
ト
？

丨
政
權
成
立
.以
來
特
：に.惡
化
.
91

路

. 

を
地
^W

居

た

兩

の

貿

易

が

、
こ
れ
に
ょ
つ
.て
奢
1>
^

^
-«
さ

れ

本

こ

と

本

期

待

さ

れ

名
.
0と
の
通
商
協
定
が
支
障
な
ぐ
履
疔
さ 

れ
ろ
原
か
ば
、
獨
逸
め
對
ス
貿
站
は
い
次
の
ー
牵
«
に

-
九

6
1セ
丨
%

を
恶
準
と
し
て
、：

輸
入
に
於S.

て
六
〇
'气
輸

出

に

於

5
て 

三
四
^
邓
加
ホ
を
辔
で
あ
る
タ
著
者
は
：-
:
i

p-:
丨
セ
.シ
デ
ー
ジ
；'は
印
象
的
だ
が
、'■賢 

そ
れ 

は
數
年
前
0
狀
態
人
.の
.後
»-
に
過
ぎ
^
い
、
'-<
?
:
;
評
1>
;
.て
啟
る
:>
:
け
れ
：ど
も
：獨
逸
今
日
の
.國
情
か
ら
ず
れ
ば
、

三三—

四
年
の
レ
ベ
ル
へ 

恢

復

は

減

功

と

見

；る
の
が
！

^
當
で
あ
；ら.う
0
:
:
し

か

し

こ
0'
協
定
が
果
じ
ヤ
.完
金
に
實
績
.を
擧
げ
得
石
か
ゼ
.う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。 

藉
者
は
，，1
九

三

五

年

に

結

ば

れ

た

同

様
0
協
定
^

獨
逸
側
に
於
け
：る
引
渡
意
齓
及
.び
能
カ
の
缺
乏
と
ゾ
聯
側
の
品
質
、
價
格
及
び
受
_ 

渡期
：：：

に
關
す
る
带
情
と
に
ょ
り
、
う
ま
ぐ
實
施
さ
れ
て
居
な
い
事
實
を
擧
げ
て
店
る
。
の
み
な
ら
ず
党
全
に
實
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、 

六
年
の
期
問
經
過
以
外
支
拂
の
方
法
が
規
定
さ
れ
て
居
な
い
か
ら
、
直
ち
に
獨
逸
の
外
貨
獲
得
カ
と
な
0.
得
な
い
恨
み
が
あ
る
。
ま
た 

著
漭
は
、
ソ
聯
の
要
求
す
る
も
の
は
機
械
で
あ
り
、
殊
に
硬
近
の
需
嬰
は
特
殊
機
械
に
集
小
さ
れ
て
居
る
か
ち
"
そ
の
數
量
は
限
ら
れ 

て

居

り

、
.
：
且

.；つ

戰

爭

勃

發

一

の

.今
！1
1
;
こ
れ
に
應
ず
る
餘
カ
泛
し
か
る
べ
き
こ
と
.を
言
つ
:̂
居
る
？

...

.

■:
:

.
 

•

以
上
ば
獨
ソ
の
貿
易
兹
額
從
つ
て
前
者
の
外
貨
獲
力
.を
中
心
に
通
商
協
定
の
效
果
を
通
觀
.L
た
の
で
あ
る
が
、
M
に
物
資
の
方
面
か

!!
M  *■ ̂̂ I

‘ 城

>5 . - \<f\

ih;

い

51丨

. . 1パ、r0tXvr ―-r-逢■■•丨
く'.へ::ク，• み） "v-：/-v- ■■

ら

I
望
奥
と
ソ
聯
資
源
の
關
係
を
見
る
な
ら
ば
、
數
年
前
ま
で
は
ソ
ヴ
エ
ト
は
獨

f
對
し
て
对

f

の
數
^

^

4
或
し
"w 

聯

I

戀

繁

、

i

!

國

s

f
 

Iし
て
、
獨
逸

1

るH
業 

賞

例

へ

4
由

•麻)

。
ま
た

I

は
こ
、
で

獨

逸

の

靈

物

資

に

罕

る

ソ

赞

供

給

力

I

す
表
を
揭
け
て

I

力

>

れ
ま•

ソ
ヴ
ト
の
供
給
力
最
も
大
な
る
も
の
は
、
穀
物
と
木
材
と
で
あ
る
。
然
る
に
戰
時
獨
逸
に
於
い
て
必
要
を
增
划
す
る
も
の
'ナ 

石i
.

鐵

蓉

非

鐵

t

で
あ
る
。

I

f

 

S

、
需
要
に
對
し
て
ソ
聯
は
如
何
な
る
程
度
に
於
い
て
供
給
し
得
る
か
。
こ
れ
W

u

h

i

p
そ
I

S

S

豫
想
I

や
ぅ
S

て
I

I

。
こ
I

I

づ
I

と
な
;：
U

#

I

。
獨
逸
に
於
け
る
i

l

l

低

5
 
ニ
千
萬
I

f

れ
る
。

i

l

“l l
v f

H

I

n s
u 

ら

輸

入

さ

れ

る

一

著S

I

零

！

と
し
て
、
な
ほ
六
千
五
慕
頓
不
足
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
t

ソ
^

^

U

 

な
る
役
響
果
し
得
る
か
と
言
へ
ば
、
S

は

n

i
サ
ス
に

I

:
噸
の
餘
力
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
。

の
S

S

擎

る

な

ら

ば

、
こ
の
餘
剩
I

今
後
増
加
さ
れ
る
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
。
ま

I

は
何
ぅ
か
。
平
時
に
バ
け
る
d

 

の
こ
の
金
8

恳
力
は
三
五
多
で
あ
る
。
こ
れ
S

し
て
ク
ヴ
エ
ト
が
無
力
で
あ
る
こ
と
は
、ホへ
ミ
ア

U
び

金

筒
逸

Q
f

l

人
I

ニ
千
二
百
蔻
で
に
、ソ聯ょり

S

旮

九

千

嘲

に

.過

ぎ

な

い

賽

に

ょ

、： 

嵐
に
就
い
て
は
、n

シ
ア
は
§

大
需
國
で
あ
る
け
れ

H
本
均
し
て
こ
讓
は
そ
の
輸
入
國
で
あ
る
。
爾
餘
の
翁
に
安
て

.
こ
の
國
は
ク
ロ
1
ム
、
マ
ン
ガ
ン
及
び
石
綿
が
供
給
で
き
る
ノ

 

.
< 

. 

P 

こ
れ
が
英
國
人
の
獨
逸
經
濟
力
に
對
す
る
I

I

、る
。
こ
れ
に
對
し
て
獨
逸
側
の
言
分
も
あ
る
零
あ
る
が
、

I

の
手
1

そ 

n

が
な
ハ
。
そ
れ
丟
い
て
は
他
日

.響
を
得
て
筆
を
執
り
た
い
。
前

鶴

册

子

は

響

S

騷

念

か

ら

翳

ヵ

ー

方

が

で

り
“

つ
そ
の
內
容
もi

理
さ
れ
た
常
識
の
1

を
多
く
出
て
居
な
い
が
、
I

時
宜
を
得
た
時
事
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
所
期
の
目 

I
•バ
ィ
ア
ス
、「

獨
逸
丨
：
九
，一.

i
*
t

ニ
九
三
九

f

M
i
•ス
レ
ジ
シ
ャ
ア

1
ナ
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の
必
要
物
？

欝
扼
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バ
ィ
ア
ス
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獨
逸
丨
ー
九
一
四
年W

1

九
三
九
竿
J
M
.
B
•ス
レ
ッ
シ
ャ
ア

「

ナ
チ
の
必
要
物
資
ミ
锊
西
蓝
の
資
源
し
一
七
ニ

「

H
一
 

六
d

的
を
艰
し
て
居
る
と
思
ふ
。
蓝
し
敎
養
を
受
け
た
人
間
す
な
は
ち
文
明
社
會
の
成
員
は
總
て
こ
れ
勝
性
的
創
造
物
で
あ
る

o

こ
A
を
說 

服
す
るには
理
論
を
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら

&
い

。

勘
く
へ
と
^
|日
_ふ
と
こ
ろ

&
理
論
，の
外
歡
を
も
た
な
け
れ

‘ば
な
ら
な
い
。
前
記
兩
冊
子 

は理
論
を

も
つ
て
码
る
。

そ
の
觀
察
は
ー
.

方
的
光
あ
る
が
、
そ

.れ
ぱ
著
者
の
不
聰
明
を
表

.
は
す
も
の
で
な
い
。
被
は
そ

0
立

場

.
か

ら

も
 

Q.

を
言

.つ
て
居
る
.の.で
あ
る0
ま
た
そ0
取
扱
ふ
，と
'
こ
ろ.は-
現
に’燃U
 

>あ
る
問
題
で
あ
る

0-
.
請

者
關
心
を
把

ら

へ

.、そ
の
知
的

‘
 

'タ
.
.
.
，
-. 

-

* 

- 

■ 

- 

< 

■ 

• 

' 

■ 

,

/滿
足
を
椹
能
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
頗
る
多
い
，0
今
次
歐
洲
戰
命
.に
货
>
て
各
«
政
府
が
ブ
；
ロ
パ..ガン
ダ
の
政
治
的
效
果
令

.重
：視

し

、
，開
戰 

¥ A

活
潑
な
宣
傅
戰
を
開
始
し
て
.居
名
こ
と
は
、
#
.に述

；.

ベ
た
通
1
で
.
.あ
る
ド
開
戰
後
ハ
.
>
:
1
ヴ
ナ
地
方
か
ら
伯
林
に
旅
行
し
た
ア
メ 

y.
力
の
雜
誌
記
荠C

>
G

•ヴ
ィ
ル
ラ
ア
ド
は
近
着
の
つ
ニ
ュ
1
ス
-テ
ー
ッ
マ
'
ン
*
ア
ン
.ド
*ネ
ー
:
-シ
9
,ン
に
こ
の
地
方
に
於
：け
る
英
國
宣 

、

他
册
子
.の
氾
濫
を
物
語
る
消
息
を
潘
せ
て
居
^
.
'所
謂
英
士
ロ
刹
の
.

「

文
書
に
.ょ
る
.し
攻
擊
が
軋
に
初
ま
づ
て
居
る
の
か
も
知
れ
な
ぃ

o 

(
G
e
r
m
s

 

s
d 

English 

 ̂

an‘d

 

Nation, 

Dec. 

0
.

1939.. 

p
.

OQ
1
2
0私
は
世
界
の
逯
か
彼
方
に

重
蠱
：

ず.
る
戰
亂.の
餘
波
が
現
.實
に.わ：
が
國
に
も
打
寄
：

せ
つ
、
あ
る
事
實
に
興
味
を
も
ち
、

.1.

例
と
し.て
本
文.の
筆
を
執
っ
た
次
第
で

.
あ
る。
'

'

:

.

.

.

エ
ン
ト
ホ
ルト
、

ボ

ィ

チ
'ィ
共
著■■
'■. 
.

;

ノ
 

ノ

-
- 

• 

; 

.
、
. 

• 

.

'.
.
. 

.
, 

' 

,
: 

 ̂

. 

.

.

. 

:
•
'

.

.

レ

ェ

メ

ン

，

.の

東

.北

.歐

:

質

易

'
史

.
‘

-Hermann, wntholt u
n
d

 

Ludwiir Beutin, 

w
r
e
m
e
n

 u
n
d

 

Nordeuropa. 

weinbar. 

1937.-

高

村

象

平

I

.

エ
ン
ト
ホ
ル

.
ト
.敎
陵
は
« '

逾
ハ
ン
ザ

^

協
|

日0

首
職
者
の
.一.
人
で
あ
るo

ボ
ィ
チ
シ
跃
は
ハ
.
ン
.ザ
史
硏
究
蓉
と
し
て
取
に
名
が
热
る
。 

か
く
い
べ
ば
、

.
こ
こ
に
紹
介
し
：

ょ
.：

う
と
す
る
兩
氏
ひ
著
は
.す「

ブ
W

モ
ノ
ン
と
.北
歐」

.な
■
る
書
が
、

ハ
ン
ザ
都
市
と
し
て
.の
ブ
ジ
エ
メ
ン 

.に

.
っ
い
て
の
文
献
で
あ
る
ご
と
、
延
ぃ
て
は
獨
逸
ハ
ン
ザ
史
研
究
に
役
立
つ
文
献
で
あ
ぼ
4

と
が
、
；直
ち
に
^

^

れ
や
ぅ
マ
然
し
な 

が
ら
、
本
書
の
舭
极
ふ
範
圍
は
.-
»
'
獨
逸
パ
ン
ザ
泯
北
歐
藤
業
圈
に
お
い
乂

_

飛
し
た
中
世
後
半
期
に
の
み
止
ま
る
も
の
で
.は
な
い
。

.

.
"绳
往
獨
逸
都
市
0
'中
に
あ
つ
て
、「

ハ
ン
ザ
都
市
ノ

」

の
稱
呼

.を
冠
す
る
もS

は
.四
、
リ
-ュ
ベ
ッ
ク
•
ハ
.ム
ブ
ル
ク
•
ブ
レ
エ
メ
ン

•ケ
ル
ン 

こ
れ
で
.あ
る
。
こ
の
•ぅ
ち
、
ケ
ル
ン
は
數
印
前
ナ
チ
ス
政
府
に
ょ
つ
て
ハ
：
ン
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